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天
正
期
豊
臣
政
権
下
の
小
早
川
氏
と
肥
前
諸
領
主

尾
　
下
　
成
　
敏

は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、
天
正（
一
五
七
三
―
九
二
）期
の
小
早
川
隆
景
・
秀
包
父
子（

（
（

と
肥
前
諸
領
主
と
の
か
か
わ
り
を
検
討
す
る
こ
と

に
よ
り
、
豊
臣
政
権
下
の
九
州
に
お
け
る
領
主
統
合
の
一
端
を
復
元
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

毛
利
輝
元
の
叔
父
で
毛
利
一
門
の
重
鎮
で
あ
っ
た
隆
景
と
、
そ
の
実
弟
で
養
子
で
も
あ
る
秀
包
が
、
豊
臣
政
権
下
の
北
九
州
で

領
知
を
得
た
の
は
、
天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）六
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
、
隆
景
は
筑
前
一
国
・
筑
後
二
郡（
竹
野
郡
・
生
葉

郡
）・
肥
前
一
郡
半（
基
肄
郡
・
養
父
半
郡
）を
、
秀
包
は
筑
後
の
御
井
・
御
原
・
山
本
三
郡
を
拝
領
し
た（

（
（

。

　

豊
臣
政
権
下
の
小
早
川
氏
が
、
筑
後
の
立
花
氏
・
高
橋
氏
・
筑
紫
氏
の
ほ
か
、
西
肥
前
の
松
浦
氏
・
大
村
氏
・
波
多
氏
・
有
馬

氏
・
草
野
氏
・
宇
久（
五
嶋
）氏
ら
と
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
幾
度
か
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
桑
田
和
明
は
、
天
正
十
四
年
の
対
島
津
義
久
戦
の
際
、
豊
臣
秀
吉
が
西
肥
前
の
松
浦
氏
ら
六
氏
に
対
す
る
軍
事
指
揮
権
を
安
国

寺
恵
瓊
と
隆
景
の
両
名
に
与
え
た
と
見
る（

（
（

。
一
方
、
国
重
顕
子
と
山
本
博
文
は
、
秀
吉
が
松
浦
氏
ら
六
領
主
を
小
早
川
氏
の
指
揮

研
究
ノ
ー
ト
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下
と
す
る
の
は
、
天
正
十
五
年
の
肥
後
国
衆
一
揆（
以
後
、
肥
後
争
乱
と
略
称
）の
際
と
見
る（

（
（

。
つ
ま
り
は
、
小
早
川
氏
が
西
肥
前
の

六
領
主
を
指
揮
下
に
置
く
時
期
を
め
ぐ
り
、
三
氏
の
間
で
見
解
の
相
違
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
右
に
述
べ
た
山
本
の
見
解
は
、
戦
中
に
編
纂
さ
れ
終
戦
後
三
十
年
余
り
を
経
て
公
刊
さ
れ
た
『
毛
利
輝
元
卿
伝
』

（
以
下
、『
卿
伝
』
と
略
称
）の
記
述
、
す
な
わ
ち
肥
後
の
争
乱
が
勃
発
し
て
間
も
な
い
天
正
十
五
年
九
月
、
秀
吉
が
秀
包
に
筑
後
・

肥
前
の
軍
勢
を
率
い
さ
せ
た
と
す
る
記
述（

（
（

と
抵
触
す
る
見
解
で
あ
る
。『
卿
伝
』
の
記
載
を
事
実
と
理
解
す
れ
ば
、
西
肥
前
の
軍

勢
を
率
い
る
の
は
、
隆
景
で
は
な
く
秀
包
で
あ
っ
た
可
能
性
が
生
じ
る
の
で
、
そ
う
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
点
は
、

肥
後
争
乱
時
に
お
け
る
小
早
川
父
子
と
肥
前
諸
領
主
と
の
関
係
が
未
だ
明
確
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

小
早
川
氏
と
肥
前
諸
領
主
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
桑
田
・
国
重
・
山
本
や
『
卿
伝
』
の
ほ
か
、
木
村
忠
夫
も
言
及
を
加

え
て
い
る
。
木
村
は
、
肥
前
諸
領
主
と
秀
吉
と
の
間
を
取
次
ぐ
役
目
が
隆
景
に
課
せ
ら
れ
た
と
主
張
す
る
が
、
そ
の
根
拠
と
し
て

挙
げ
る
の
は
、
西
肥
前
の
六
領
主
が
隆
景
の
指
揮
下
に
置
か
れ
た
こ
と
の
み
で
あ
り（

（
（

、
彼
ら
以
外
の
肥
前
の
領
主
、
具
体
的
に
は

龍
造
寺
政
家
や
そ
の
重
臣
鍋
島
信
生（
の
ち
の
直
茂
）ら
と
の
か
か
わ
り
は
述
べ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
隆
景
に
課
せ
ら

れ
た
の
は
、
肥
前

﹅

﹅

諸
領
主
と
秀
吉
と
の
間
を
取
り
次
ぐ
役
目
で
は
な
く
、
西
肥
前

﹅

﹅

﹅

諸
領
主
と
秀
吉
と
の
間
を
取
り
次
ぐ
役
目
で
あ

っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
従
来
の
研
究
を
紹
介
し
問
題
点
を
列
挙
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
軍
事
編
成
か
ら
見
た
小
早
川
氏
と
肥
前
諸
領
主
と
の
関

係
が
、
今
に
至
る
も
明
確
で
は
な
い
点
が
浮
上
す
る
。
ま
た
肥
前
の
事
例
が
明
確
で
は
な
い
以
上
、
豊
臣
政
権
下
の
九
州
に
お
け

る
領
主
統
合
の
あ
り
よ
う
も
ま
た
不
明
確
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
点
を
踏
ま
え
る
と
、
①
小
早
川
氏
が
西
肥
前
諸
領
主
を

指
揮
下
に
置
く
よ
う
に
な
っ
た
時
期
を
明
確
に
し
、
②
肥
後
争
乱
時
に
お
け
る
秀
包
と
肥
前
諸
領
主
と
の
か
か
わ
り
を
明
ら
か
に

し
、
③
隆
景
と
肥
前
諸
領
主
と
の
か
か
わ
り
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
現
段
階
で
の
検
討
課
題
と
な
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
課
題
を

解
き
明
か
す
こ
と
で
、
小
早
川
氏
と
肥
前
諸
領
主
と
の
関
係
が
今
よ
り
も
明
確
に
な
り
、
豊
臣
政
権
下
の
九
州
に
お
け
る
領
主
統
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合
の
あ
り
よ
う
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
る
。

一　

秀
吉
朱
印
直
書
五
点
の
年
代
を
め
ぐ
っ
て

　

こ
こ
で
は
、
秀
吉
が
西
肥
前
の
六
領
主
を
小
早
川
氏
の
指
揮
下
に
置
く
と
決
し
た
五
点
の
朱
印
直
書
の
年
代
、
す
な
わ
ち
十
月

廿
一
日
付
の
秀
吉
朱
印
直
書
一
点（
宛
所
は
安
国
寺
恵
瓊
）、
十
月
廿
二
日
付
の
秀
吉
朱
印
直
書
四
点（
宛
所
は
波
多
親
、
大
村
喜
前
、
有

馬
晴
信
、
松
浦
隆
信
・
鎮
信
父
子
）の
年
代
を
確
定
し
、「
は
じ
め
に
」
で
掲
げ
た
課
題
①
を
解
決
す
る
た
め
の
土
台
作
り
を
行
う
。

　

ま
ず
は
、
安
国
寺
へ
出
さ
れ
た
秀
吉
朱
印
直
書
の
全
文
を
掲
げ
る
。

　

史
料
（
（
（1

　

�

肥
前
国
松
浦
肥（　
前
鎮
　
信守　）・
同
道（隆
嘉信）・
大（喜
前
）村・
波（親
）多・
有（晴
信
）馬・
草（鎮
永
）野・
宇（純
玄
）久此
者
共
事
、
小
早
川
・
其
方
両
人
一
左
右
次
第
、
何
之

口
へ
成
共
、
無
緩
可
相
動
旨
、
被
遣
朱
印
候
、
猶
以
堅
可
申
触
候
也
、

　
　
　
　

十
月
廿
一
日
（
豊
臣
秀
吉
朱
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　

安（
国
恵
　
瓊寺）

　

こ
の
秀
吉
朱
印
直
書
は
「
小
早
川
家
文
書
」
と
し
て
伝
来
し
た
も
の
で
、
周
知
の
如
く
、『
大
日
本
古
文
書　

小
早
川
家
文

書
』（
以
下
『
小
早
川
』
と
略
称
）の
収
録
文
書
で
あ
る
。

　

内
容
を
見
よ
う
。
西
肥
前
の
松
浦
父
子
や
大
村
・
波
多
・
有
馬
、
そ
し
て
草
野
鎮
永
・
宇
久（
五
嶋
）純
玄
へ
、「
小
早
川（

（
（

」
と

安
国
寺
の
指
示
次
第
で
軍
事
行
動
を
行
う
よ
う
「
朱
印
」
を
遣
わ
す
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、
そ
の
「
朱
印
」
を
彼
ら
へ
伝
達
す
る
よ

う
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。『
小
早
川
』
の
ほ
か
、
桑
田
和
明
・
三
鬼
清
一
郎
は
、
史
料
1
の
年
代
を
天
正
十
四
年（
一
五
八
六
）と

見
な
す（

（
（

。
一
方
、
河
合
正
治
・
山
本
博
文
は
史
料
1
を
天
正
十
五
年
の
発
給
と
し
、
国
重
顕
子
も
文
書
の
内
容
か
ら
同
様
の
見
解
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を
と
る（
（1
（

。

　

ま
ず
は
天
正
十
六
年
以
降
に
出
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
を
述
べ
よ
う
。
天
正
十
六
年
八
月
、
草
野
は
肥
後
へ
転
封
さ

れ
（
（1
（

、
同
国
隈
本（
熊
本
）城
に
拠
る
加
藤
清
正
の
配
下
と
し
て
、
隈
本
に
居
住
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る（
（1
（

。
つ
ま
り
天
正
十
六
年

十
月
に
は
、
草
野
は
肥
前
国
内
の
所
領
を
喪
失
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
発
給
年
代
の
下
限
と
し
て
天
正
十
六
年
以
降
を
想
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
史
料
1
は
天
正
十
五
年
以
前
に
出
さ
れ
た
文
書
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
点
を
確
認
し
て
、
十
月
廿

二
日
付
の
秀
吉
朱
印
直
書
四
点
に
目
を
移
す
。

　

史
料
（
（1
（2

　

度
々
如
被
仰
出
候
、
小
早
川
・
安
国
寺
申
次
第
、
無
由
断
可
相
動
事
専
一
候
、
不
可
有
緩
候
、
先
度
小
西
摂（　
津
行
　
長守　）被
差
遣
候
刻
、

委
細
被
仰
含
候
条
、
定
而
可
相
達
候
也
、

　
　
　
　

十
月
廿
二
日
（
豊
臣
秀
吉
朱
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　

波
多
下（
親

）

野
守
と
の
へ

　

史
料
（
（1
（3

　

度
々
如
被
仰
出
候
、
小
早
川
・
安
国
寺
申
次
第
、
無
由
断
可
相
動
候
、
不
可
有
緩
候
、
先
度
小
西
摂
津
守
被
差
遣
刻
、
委
細
被

仰
含
候
条
、
可
相
達
候
也
、

　
　
　
　

十
月
廿
二
日
（
豊
臣
秀
吉
朱
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　

大（喜
前
）村と
の
へ

　

史
料
（
（1
（4

　

度
々
如
被
仰
出
候
、
小
早
川
・
安
国
寺
申
次
第
、
無
由
断
可
相
動
事
専
一
候
、
不
可
有
緩
候
、
先
度
小
西
摂
津
守
被
差
遣
候
刻
、

委
細
被
仰
含
候
条
、
可
相
達
候
也
、



天正期豊臣政権下の小早川氏と肥前諸領主

5

　
　
　
　

十
月
廿
二
日
（
豊
臣
秀
吉
朱
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　

有（晴
信
）馬と
の
へ

　

史
料
（
（1
（5

　

度
々
如
被
仰
出
候
、
小
早
川
・
安
国
寺
申
次
第
、
無
由
断
可
相
動
事
肝
要
候
、
不
可
緩（

マ
マ
）有
候
、
先
度
小
西
摂
津
守
被
差
遣
候
、

委
細
彼
口
上
可
申
候
也
、

　
　
　
　

十
月
廿
二
日
（
豊
臣
秀
吉
朱
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　

松
浦
道（
可隆　
　
信入道）と
の
へ

　
　
　
　
　
　
　
　

松
浦
肥
前
守
と
の
へ

　

史
料
2
～
史
料
5
も
「
小
早
川
家
文
書
」
と
し
て
伝
来
し
た
も
の
で
、『
小
早
川
』
の
収
録
文
書
で
あ
り
、
西
肥
前
の
波
多
・

大
村
・
有
馬
や
松
浦
父
子
が
宛
所
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
同
文
で
、「
小
早
川
」
と
安
国
寺
の
指
示
に
従
い
軍
事
行
動
を
と
る

よ
う
伝
え
た
点
、「
小
西
摂
津
守
」
が
秀
吉
の
指
示
を
伝
え
る
点
が
記
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
日
付
は
同
じ
十
月
廿
二
日

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
史
料
2
～
史
料
5
は
同
一
時
期
に
出
さ
れ
た
と
見
て
差
し
支
え
な
い
。

　

国
重
は
、
こ
れ
ら
四
点
の
発
給
年
代
を
、
そ
の
内
容
か
ら
天
正
十
五
年
と
推
定
す
る（
（1
（

。
一
方
で
『
小
早
川
』
は
、
こ
れ
ら
四
点

の
年
代
を
天
正
十
四
年
と
し
、
桑
田
・
三
鬼
も
同
様
の
見
解
を
と
る（
（1
（

。

　

文
中
の
「
小
西
摂
津
守
」
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
秀
吉
の
直
臣
小
西
行
長
の
こ
と
で
あ
る
。
国
重
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、

天
正
十
五
年
四
月
以
前
の
小
西
は
「
弥
九
郎
」「
日
向
守
」
と
呼
ば
れ
、「
摂
津
守
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
同
年
八
月
以
降
で
あ
る
。

ま
た
天
正
十
五
年
十
月
中
旬
頃
、
秀
吉
は
小
西
を
使
者
と
し
て
九
州
へ
派
遣
す
る
と
表
明
し
て
い
た（
（1
（

。
と
す
る
な
ら
、
史
料
2
～

史
料
5
の
年
代
と
し
て
、
天
正
十
四
年
以
前
は
考
え
に
く
く
、
発
給
年
代
の
上
限
は
天
正
十
五
年
と
な
ろ
う
。

　

さ
て
、
史
料
2
～
史
料
5
は
史
料
1
と
日
付
が
近
接
し
内
容
も
対
応
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
史
料
1
と
史
料
2
～
史
料
5
の
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年
代
は
同
じ
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
史
料
1
の
発
給
年
代
の
下
限
が
天
正
十
六
年
以
降
と
は
考
え
ら
れ
な
い
以
上
、
史
料

2
～
史
料
5
も
天
正
十
六
年
以
降
に
出
さ
れ
た
文
書
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
四
点
の
秀
吉
文
書
の
年
代
と
し

て
判
断
で
き
る
の
は
、
天
正
十
五
年
の
み
で
あ
る
。

　

史
料
2
～
史
料
5
の
発
給
年
代
を
右
の
如
く
判
断
し
て
史
料
1
に
立
ち
返
る
。
繰
り
返
す
よ
う
だ
が
、
さ
き
に
述
べ
た
如
く
、

史
料
1
と
史
料
2
～
史
料
5
の
年
代
は
同
一
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
史
料
1
の
年
代
も
天
正
十
五
年
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
年
代
を
こ

の
よ
う
に
判
断
す
る
と
、
史
料
1
～
史
料
5
は
肥
後
争
乱
時
の
発
給
文
書
と
な
り
、
史
料
1
に
関
す
る
河
合
・
山
本
・
国
重
の
指

摘
、
史
料
2
～
史
料
5
に
関
す
る
国
重
の
指
摘
は
正
し
い
と
判
断
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
史
料
2
～
史
料
5
を
読
み
な
お
し
た
場
合
、
気
に
な
る
の
が
、
書
出
の
「
度
々
如
被
仰
出

候
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
が
出
さ
れ
る
前
か
ら
、
秀
吉
が
西
肥
前
の
諸
領
主
へ
、「
小
早
川
」
と
安
国
寺
の
指
示
に
従
い
軍

事
行
動
を
行
う
よ
う
命
じ
た
事
実
が
浮
上
す
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
そ
う
し
た
命
令
が
初
め
て
出
さ
れ
る
の
は
、
い
つ
頃
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
次
章
の
分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

取
り
あ
え
ず
こ
こ
で
は
、
史
料
1
～
史
料
5
の
発
給
年
代
が
、
い
ず
れ
も
天
正
十
五
年
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

二　

隆
景
・
秀
包
父
子
の
役
目
を
め
ぐ
っ
て

　

こ
こ
で
は
、「
は
じ
め
に
」
で
掲
げ
た
課
題
①
～
③
を
解
決
し
、
豊
臣
政
権
下
に
お
け
る
小
早
川
氏
と
肥
前
諸
領
主
と
の
関
係

を
明
確
に
し
た
い
。
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一　

肥
後
・
肥
前
の
争
乱
の
経
過

　

行
論
の
都
合
上
、
肥
後
・
肥
前
の
争
乱
の
経
過
を
述
べ
て
お
こ
う（
（2
（

。

肥
後
の
争
乱　

天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）の
九
州
国
分
の
際
、
豊
臣
政
権
は
織
田
系
大
名
の
佐
々
成
政
に
肥
後
一
国
の
支
配
を
委
ね

た
が
、
入
部
直
後
の
佐
々
は
同
国
の
国
衆
隈
部
親
永
・
親
安
父
子
と
対
立
し
、
遂
に
武
力
衝
突
に
及
ん
だ
。
結
果
、
父
の
親
永
は

佐
々
の
攻
撃
に
屈
し
た
が
、
子
の
親
安
は
抵
抗
を
続
け
、
他
の
国
衆
の
加
勢
も
得
て
国
衆
一
揆
を
結
成
し
た
。

　

天
正
十
五
年
八
月
に
な
る
と
、
一
揆
の
勢
力
は
拡
大
を
続
け
て
百
姓
も
加
わ
り
、
肥
後
国
内
の
混
乱
状
況
に
拍
車
が
か
か
っ
て

い
た
。
な
お
、
一
揆
の
中
心
人
物
は
、
隈
部
親
安
と
そ
の
配
下
有
動
兼
元
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　

肥
後
の
一
揆
と
戦
闘
を
交
え
た
豊
臣
方
は
、
佐
々
や
秀
包
、
筑
後
の
筑
紫
広
門
・
立
花
統
虎（
の
ち
の
宗
茂
）・
高
橋
統
増（
の
ち

の
立
花
直
次
）ら
の
ほ
か
、
安
国
寺
恵
瓊
や
毛
利
家
臣
団
、
鍋
島
信
生
ら
龍
造
寺
政
家
の
家
臣
団
で
あ
っ
た
。
隆
景
は
秀
包
の
居
城

筑
後
久
留
米
城
ま
で
出
陣
し
後
詰
に
当
た
っ
て
い
る（
（2
（

。
天
正
十
五
年
十
二
月
ま
で
に
豊
臣
方
は
一
揆
を
ほ
ぼ
壊
滅
さ
せ
た
。

肥
前
の
争
乱　

九
州
国
分
の
結
果
、
肥
前
の
大
半
は
龍
造
寺
政
家
が
支
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
同
国
伊
佐
早
に
本
拠
を
置

く
国
衆
西
郷
信
尚
が
改
易
さ
れ
、
伊
佐
早
に
は
筑
後
柳
川
城
将
で
龍
造
寺
一
門
で
も
あ
る
龍
造
寺
家
晴
が
入
部
し
て
い
る
。
し
か

し
肥
後
の
争
乱
が
勃
発
し
家
晴
が
同
国
へ
出
陣
す
る
と
、
そ
の
隙
を
突
い
て
西
郷
が
兵
を
挙
げ
旧
領
伊
佐
早
を
奪
い
返
す
こ
と
に

な
る
。

　

西
郷
の
蜂
起
と
同
時
期
、
肥
前
日
之
江
の
有
馬
晴
信
も
軍
勢
を
動
か
し
て
西
郷
を
援
助
し
、
肥
前
神
代
を
占
領
し
た
。
同
地
は

か
つ
て
有
馬
氏
の
所
領
で
あ
っ
た
が
、
九
州
国
分
に
よ
り
政
家
領
と
さ
れ
て
い
た
。
有
馬
も
旧
領
を
奪
還
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
連
の
争
乱
が
勃
発
し
た
の
は
、
天
正
十
五
年
九
月
頃
と
見
ら
れ
る
が
、
肥
後
の
如
く
、
小
早
川
勢
や
毛
利
勢
等
の
他
国
の
軍

勢
が
肥
前
へ
進
軍
し
た
形
跡
は
皆
無
で
あ
り
、
そ
の
年
の
暮
頃
、
同
国
内
で
は
目
立
っ
た
軍
事
行
動
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、
十
二
月
下
旬
の
豊
臣
政
権
は
西
郷
の
み
を
攻
撃
の
対
象
と
し
、
有
馬
を
攻
撃
の
対
象
と
は
し
な
く
な
っ
た
。
有
馬
の
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説
得
は
、
天
正
十
六
年
閏
五
月
に
肥
後
に
入
部
し
た
小
西
行
長
が
行
い
、
同
年
冬
ま
で
に
有
馬
が
占
領
地
の
神
代
を
手
放
し
、
そ

の
身
上
を
安
堵
さ
れ
て
い
る
。
西
郷
は
天
正
十
六
年
中
に
伊
佐
早
を
退
去
し
有
馬
領
内
へ
逃
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
肥
後
の
争
乱
を
鎮
圧
す
べ
く
、
家
晴
や
鍋
島
ら
龍
造
寺
勢
は
肥
後
へ
出
兵
し
た
が
、
龍
造
寺
家
の
当
主
政
家
は
肥

後
へ
出
陣
し
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
示
唆
す
る
の
が
史
料
6
で
あ
る
。

　

史
料
（
（2
（6

肥
前
国
一
揆
端
々
令
蜂
起
之
由
候
、
差
儀
雖
不
可
有
之
候
、
迚
御
人
数
被
遣
儀
候
条
、
卒
尓
之
動
不
可
仕
候
、
小
早
川
左（
衛隆　
　
景門佐）

・
黒
田
勘（
解
孝
　
高由）・
森
壱（　
岐
吉
　
成守　）久
留
米
ニ
在
之
事
候
、
毛
利
右（　
馬
輝
　
元頭　）早
速
可
着
陳
候
条
、
相
談
、
行
専
用
候
、
御
人
数
之
儀
者
左

右
次
第
追
々
可
被
遣
候
、
其
上
和（豊
臣
秀
長
）

州
大
納
言
・
江（豊
臣
秀
次
）

州
中
納
言
被
差
越
、
唐
国
ま
て
も
可
被
仰
付
候
、
九
州
之
儀
者
天
下
坪
内
と

被
思
召
候
条
、
可
成
其
意
候
、
其
方
所
労
之
由
被
聞
召
候
、
如
何
候
哉
、
無
由
断
養
生
専
一
候
、
猶
石
田
治（　
部三　
　
成少輔　）可
申
候
也
、

　
　
　
　

十
月
十
三
日
（
豊
臣
秀
吉
朱
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　

龍
造
寺
民（　
部政　
　
家大輔　）と
の
へ

　

天
正
十
五
年
の
十
月
十
三
日
付
で
政
家
へ
出
さ
れ
た
秀
吉
朱
印
直
書
で
あ
る
。
文
書
の
日
付
や
、
肥
前
と
上
方
の
距
離
を
踏
ま

え
る
な
ら
、
傍
線
部
は
、
天
正
十
五
年
九
月
頃
の
肥
前
国
内
の
状
況
を
示
す
と
考
え
る
。
史
料
6
の
傍
線
部
か
ら
、
当
時
政
家
は

病
床
に
あ
り
、
軍
勢
を
指
揮
で
き
る
よ
う
な
健
康
状
態
で
は
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る（
（2
（

。
政
家
は
出
陣
せ
ず
肥
前
国
内
に
居
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
肥
前
の
争
乱
を
助
長
す
る
要
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

な
お
、
天
正
十
五
年
の
十
一
月
十
五
日
付
で
政
家
へ
出
さ
れ
た
秀
吉
朱
印
直
書
の
写
は
、
十
月
十
二
日
付
の
政
家
書
状
を
受
け

て
出
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
「
大（喜
前
）村・
畑
（
波
多
親
）・
草（鎮
永
）野・
有（晴
信
）馬儀
出
人
質
、
無
別
条
由
、
条
々
申
越
候
条
、
小
西
摂（　
津
行
　
長守　）を
被

差
遣
、
龍
造
寺
相
動
候
同
前
ニ
諸
事
覚
悟
可
然
旨
被
仰
下
候
、
定
而　

上
意
之
段
相
背
間
敷
哉
事
」
と
記
さ
れ
て
い
る（
（2
（

。
十
月
頃
、

大
村
・
波
多
・
草
野
・
有
馬
四
氏
が
人
質
を
出
し
別
条
は
無
い
と
記
す
点
を
踏
ま
え
る
と
、
当
時
の
四
氏
の
動
向
は
、
秀
吉
か
ら
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不
穏
視
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

　

以
上
、
肥
後
・
肥
前
の
争
乱
の
経
過
を
述
べ
た
。
付
言
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
争
乱
勃
発
か
ら
間
も
な
い
天
正
十
五
年
十
月
中
旬

の
秀
吉
は
、
争
乱
の
鎮
圧
が
進
ま
な
い
場
合
、
弟
豊
臣
秀
長
や
甥
の
豊
臣
秀
次
、
娘
婿
で
養
子
の
宇
喜
多
秀
家
を
九
州
へ
出
兵
さ

せ
る
と
表
明
し
て
い
た
。
豊
臣
政
権
は
九
州
の
情
勢
を
深
刻
に
と
ら
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

二　

秀
包
と
肥
前
諸
領
主

　

以
下
で
は
、「
は
じ
め
に
」
で
掲
げ
た
課
題
①
～
③
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。
肥
後
の
争
乱
勃
発
を
受
け
、
秀
吉
は
隆
景
へ

指
示
を
下
し
た
。
史
料
7
は
、
そ
う
し
た
指
示
の
一
つ
で
あ
る
。　

　

史
料
（
（2
（7

　
　
　
　

此
御
朱
印
見
分
、
陸
（
佐
々
成
政
）

奥
守
其
外
へ
早
々
可
被
相
届
候
、

　

去ａ

月
廿
三
日
書
状
、
今
日
八
日
於
大
坂
披
見
候
、
肥
後
表
之
儀
付
而
安（
　

国
恵
　
瓊寺　
）境

目
迄
遣
、
一
定
之
儀
被
申
越
候
、
満
足
思
召
候
、

　一
由ｂ

断
在
之
間
敷
候
へ
共
、
弥
被
入
精
、
筑
後
衆
・
肥
前
衆
両
国
之
者
肥
後
へ
、
龍（
　

造
政
　
家寺　
）申

談
、
藤
（
小
早
川
秀
包
）

四
郎
為
大
将
、
安（
　

国
恵
　
瓊寺　
）相

副

遣
、
隆
（
小
早
川
）

景
者
く
る
め
之
城
ニ
在
之
而
尤
候
、
両ｃ

国
之
者
共
人
数
計
ニ
て
行
於
難
成
者
、
黒
田
勘
解
由
・
森
壱
岐
守
両
人
を
も
其
地

へ
召
寄
、
其
方
手
人
数
被
相
副
、
二
番
可
相
立
儀
可
然
候
事
、

　一
其
人
数
に
て
も
事
不
行
候
者
、
毛
利
右（　
馬
輝
　
元頭　）立
花
城
迄
被
出
馬
、
く
る
め
城
・
前
筑（広
門
）紫居
候
つ
る
城
、
両
城
ニ
慥
成
留
主
を
被

差
籠
、
於
其
上
隆
景
三
番
目
ニ
彼
一
左
右
次
第
ニ
く
る
め
せ
可
被
相
立
候
事
、

　一
何
之
国
ニ
何
事
出
来
候
共
、
守
此
旨
丈
夫
可
申
付
候
也
、

　
　
　
　

九
月
八
日
（
豊
臣
秀
吉
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

小
早
川
左
衛
門
佐
と
の
へ
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天
正
十
五
年
の
九
月
八
日
付
で
発
せ
ら
れ
た
隆
景
宛
て
の
秀
吉
直
書
で
あ
る
。
傍
線
部
ａ
か
ら
、
こ
の
文
書
が
、
肥
後
情
勢
を

報
じ
る
八
月
廿
三
日
付
の
隆
景
書
状
を
受
け
て
出
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
よ
う（
（2
（

。
秀
吉
の
指
示
は
三
箇
条
に
わ
た
る
。
ま
ず
傍
線

部
ｂ
に
注
目
し
た
い
。

　

傍
線
部
ｂ
で
は
、
隆
景
と
政
家
が
相
談
し
た
上
で
、
筑
紫
勢
・
立
花
勢
ら
筑
後
の
軍
勢
や
、
龍
造
寺
勢
を
始
め
と
す
る
肥
前
の

軍
勢
を
肥
後
へ
投
入
す
べ
き
こ
と
、
両
国
の
軍
勢
の
大
将
を
秀
包
と
し
、
安
国
寺
を
こ
れ
に
副
え
る
べ
き
こ
と
、
隆
景
は
久
留
米

城
ま
で
出
陣
す
べ
き
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
政
家
は
肥
前
の
大
半
の
支
配
を
任
さ
れ
て
い
る
の
で
、
彼
と
の
相
談
が
隆
景
へ
指

示
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

傍
線
部
ｃ
に
目
を
向
け
る
。
こ
こ
で
は
、
秀
包
ら
の
肥
後
制
圧
が
難
航
し
た
場
合
は
、
豊
前
の
黒
田
孝
高
・
森
可
成
ら
の
軍
勢

を
久
留
米
城
へ
召
し
寄
せ
、
こ
れ
に
隆
景
の
軍
勢
を
加
え
肥
後
へ
出
兵
さ
せ
る
こ
と
も
指
示
し
て
い
る
。
こ
の
箇
所
か
ら
、
黒
田

・
森
の
久
留
米
入
城
と
肥
後
出
兵
は
秀
包
ら
の
肥
後
制
圧
難
航
時
と
、
秀
吉
が
定
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

　

右
の
よ
う
な
措
置
や
、
さ
き
に
述
べ
た
が
、
天
正
十
五
年
十
月
中
旬
の
豊
臣
政
権
が
九
州
の
情
勢
を
深
刻
に
と
ら
え
て
い
た
点

を
踏
ま
え
る
と
、
同
年
九
月
上
旬
頃
の
秀
吉
は
、
肥
後
争
乱
の
鎮
圧
が
容
易
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ

ゆ
え
、
龍
造
寺
氏
ら
肥
前
諸
領
主
の
軍
勢
を
秀
包
・
安
国
寺
に
率
い
さ
せ
、
戦
況
次
第
で
黒
田
勢
・
森
勢
の
出
動
を
可
能
と
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
既
に
述
べ
た
如
く
、
天
正
十
五
年
九
月
頃
の
政
家
は
病
床
に
あ
り
、
軍
勢
を
指
揮
で
き
る
よ
う
な
健
康
状

態
で
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
政
家
の
役
目
が
隆
景
と
の
相
談
の
み
で
、
重
臣
の
鍋
島
ら
が
秀
包
や
安
国
寺
の
指
揮
に
従
う

と
決
め
ら
れ
た
の
は
、
政
家
の
病
と
い
う
状
況
が
背
景
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

秀
包
と
肥
前
諸
領
主
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
今
少
し
説
明
を
加
え
よ
う
。

　

秀
包
が
大
将
と
し
て
龍
造
寺
勢
を
始
め
と
す
る
肥
前
の
軍
勢
を
指
揮
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
事
実
や
、
安
国
寺
が
秀
包
に
副
え

ら
れ
た
こ
と
、
つ
ま
り
は
大
将
秀
包
の
副
将
格
で
あ
っ
た
事
実
を
踏
ま
え
る
と
、
松
浦
氏
・
大
村
氏
・
波
多
氏
・
有
馬
氏
・
草
野
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氏
・
宇
久
氏
ら
西
肥
前
諸
領
主
は
、
九
月
に
は
、
秀
包
と
安
国
寺
の
指
揮
下
に
置
か
れ
る
と
決
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、

こ
れ
よ
り
前
、
秀
包
・
安
国
寺
の
両
人
が
か
か
る
立
場
に
あ
っ
た
形
跡
は
な
い
。
こ
の
点
か
ら
も
、
西
肥
前
の
六
領
主
が
秀
包
・

安
国
寺
の
指
揮
下
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
天
正
十
五
年
九
月
と
見
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
判
断

す
る
な
ら
、
前
掲
史
料
1
～
前
掲
史
料
5
の
「
小
早
川
」
は
隆
景
で
は
な
く
、
秀
包
と
判
断
し
た
ほ
う
が
よ
か
ろ
う
。

　

以
上
、（
1
）天
正
十
五
年
九
月
、
肥
後
争
乱
の
勃
発
と
い
う
事
態
を
受
け
た
秀
吉
が
、
鍋
島
ら
龍
造
寺
家
臣
団
の
ほ
か
、
西
肥

前
の
六
領
主
も
秀
包
の
指
揮
下
に
置
く
と
決
め
た
こ
と
を
指
摘
し
、（
2
）肥
後
争
乱
の
鎮
圧
が
容
易
で
は
な
い
と
秀
吉
が
認
識
し

て
い
た
た
め
、
こ
う
し
た
措
置
が
と
ら
れ
た
と
述
べ
た
。
そ
し
て
天
正
十
六
年
七
月
、
安
国
寺
や
立
花
が
九
州
に
居
ら
ず
上
方
に

滞
在
し
て
い
た
事
実（
（2
（

を
踏
ま
え
る
な
ら
、（
3
）遅
く
と
も
天
正
十
六
年
夏
ま
で
に
、
秀
包
を
大
将
、
安
国
寺
を
副
将
格
と
す
る
軍

団
は
解
体
さ
れ
た
と
判
断
で
き
よ
う
。
も
と
も
と
争
乱
に
対
応
し
た
軍
事
編
成
で
あ
る
以
上
、
事
態
が
終
息
に
向
か
え
ば
、
解
体

さ
れ
る
の
は
必
然
と
言
え
る
。

　

最
後
に
付
言
し
て
お
く
と
、
さ
き
に
述
べ
た
有
馬
氏
の
動
向
や
、
大
村
氏
・
波
多
氏
・
草
野
氏
の
動
向
か
ら
推
し
て
、（
4
）有

馬
氏
の
軍
勢
が
秀
包
の
指
揮
下
に
入
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
天
正
十
五
年
冬
、
大
村
・
波
多
・
草
野
三
氏
の
軍
勢
が
秀

包
を
大
将
と
す
る
軍
団
に
組
み
込
ま
れ
た
可
能
性
は
低
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三　

隆
景
と
肥
前
諸
領
主

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
、「
は
じ
め
に
」
で
紹
介
し
た
木
村
忠
夫
の
指
摘
、
す
な
わ
ち
西
肥
前
の
松
浦
氏

・
大
村
氏
・
波
多
氏
・
有
馬
氏
・
草
野
氏
・
宇
久
氏
が
隆
景
の
指
揮
下
に
置
か
れ
て
い
た
と
の
前
提
に
立
っ
て
、
隆
景
に
肥
前
諸

領
主
と
秀
吉
と
の
間
を
取
り
次
ぐ
役
目
が
課
せ
ら
れ
た
と
見
る
指
摘
は
、
疑
問
と
な
ろ
う
。
何
故
な
ら
秀
吉
は
、
松
浦
氏
ら
六
氏

を
隆
景
で
は
な
く
秀
包
の
指
揮
下
に
置
く
と
命
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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管
見
の
限
り
、
天
正
十
五
年
六
月
以
降
、
隆
景
が
西
肥
前
諸
領
主
と
秀
吉
と
の
間
を
取
り
次
い
だ
形
跡
は
見
出
せ
な
い
。
と
な

れ
ば
、
隆
景
に
松
浦
氏
ら
六
氏
と
秀
吉
と
の
間
を
取
り
次
ぐ
役
目
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
と
判
断
す
る
の
は
難
し
い
。
で
は
、
隆
景

と
龍
造
寺
氏
ら
東
肥
前
諸
領
主
と
の
間
に
は
何
の
か
か
わ
り
も
無
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
天
正
十
五
年
の
九
月
廿
一
日
付
で
隆

景
へ
出
さ
れ
た
秀
吉
直
書
に
注
目
し
た
い
。

　

史
料
（
（2
（8

　

去
八
日
書
状
并
安
国
寺
帋
面
之
通
、
今
月
廿
一
日
於
京
都
加
披
見
候
、
然
者
其
方
久
留
米
へ
相
越
、
先
之
様
子
被
聞
合
之
由
尤

候
、
誠
去
年
以
来
長
々
在
陣
、
其
許
可
有
付
内
、
無
幾
程
出
陣
之
儀
辛
労
之
段
痛
入
候
、
先
書
如
仰
遣
候
、
陸
奥
守
肥
後
国
侍

ニ
朱
印
之
面
知
行
等
依
不
相
渡
候
歟
、
俄
検
地
申
付
、
百
姓
以
下
及
迷
惑
候
歟
、
企
一
揆
之
段
、
陸
奥
守
所
行
沙
汰
之
限
候
、

就ａ

其
行
等
之
儀
、
藤
四
郎
・
安
国
寺
か
た
へ
申
遣
、
不
可
有
由
断
候
、
森
壱
岐
守
・
黒
田
勘
解
由
罷
立
之
由
候
間
、
是
又
遂
相

談
可
然
候
、
龍ｂ

造（
政
家
）寺・

立（
統
虎
）花・

筑
紫
・
鍋（
信
生
）嶋か

た
へ
も
被
成
御
朱
印
候
、
猶
得
其
意
可
申
聞
候
也
、

　
　
　
　

九
月
廿
一
日
（
豊
臣
秀
吉
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　

小
早
川
左
衛
門
佐
と
の
へ

　

傍
線
部
ａ
の
「
行
等
」
つ
ま
り
は
肥
後
で
の
軍
事
行
動
に
つ
い
て
秀
包
と
安
国
寺
へ
指
示
す
る
よ
う
、
秀
吉
が
隆
景
へ
命
じ
た

箇
所
や
、
秀
包
が
隆
景
の
指
揮
下
に
置
か
れ
て
い
た
事
実（
（2
（

を
踏
ま
え
る
と
、
隆
景
は
秀
包
・
安
国
寺
の
両
名
を
指
揮
す
る
立
場
と

見
ら
れ
る
。
そ
し
て
鍋
島
ら
龍
造
寺
家
臣
団
が
秀
包
・
安
国
寺
の
指
揮
下
に
あ
っ
た
事
実
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
肥
後
争
乱
の
お
り
、

間
接
的
な
形
で
は
あ
る
が
、
龍
造
寺
家
臣
団
が
隆
景
配
下
と
さ
れ
て
い
た
点
が
浮
か
び
上
が
ろ
う
。
た
だ
一
方
で
、
隆
景
が
龍
造

寺
家
臣
団
を
直
接
指
揮
す
る
立
場
で
は
な
い
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
既
に
述
べ
た
が
、
遅
く
と
も
天
正
十
六

年
の
夏
ま
で
に
秀
包
を
大
将
、
安
国
寺
を
副
将
格
と
す
る
軍
団
は
解
体
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
隆
景
と
鍋
島
ら
龍
造
寺
家
臣
団

と
の
軍
事
編
成
上
の
か
か
わ
り
が
、
天
正
十
六
年
夏
ま
で
に
断
ち
切
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
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傍
線
部
ｂ
に
目
を
向
け
よ
う
。
こ
こ
か
ら
、
秀
吉
が
政
家
・
立
花
・
筑
紫
・
鍋
島
に
「
御
朱
印
」
と
呼
ば
れ
る
文
書
を
出
し
た

こ
と
、
そ
し
て
秀
吉
が
隆
景
へ
、
立
花
・
筑
紫
や
政
家
・
鍋
島
ら
に
そ
の
こ
と
を
申
し
聞
か
せ
る
よ
う
命
じ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

か
か
る
事
実
は
、
政
家
・
鍋
島
と
秀
吉
と
の
間
を
取
り
次
ぐ
役
目
が
隆
景
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

隆
景
が
豊
臣
政
権
と
龍
造
寺
氏
と
を
取
り
次
ぐ
役
目
を
務
め
た
の
は
、
肥
後
・
肥
前
争
乱
時
の
み
の
こ
と
で
は
な
い
。

　

天
正
十
八
年
正
月
、
秀
吉
は
朱
印
状
を
発
給
し
て
、
政
家
の
子
で
当
時
五
歳
の
高
房
を
龍
造
寺
家
の
当
主
と
し
、
肥
前
九
郡

（
佐
賀
・
小
城
・
三
根
・
藤
津
・
高
来
・
神
埼
・
杵
島
・
下
松
浦
・
彼
杵
）の
内
で
三
〇
万
九
九
〇
二
石
を
与
え
た
。
政
家
は
隠
居
し
て
五

〇
〇
〇
石
を
、
重
臣
の
鍋
島
は
四
万
四
五
〇
〇
石
を
給
与
さ
れ
た（
（3
（

。
か
く
し
て
高
房
が
龍
造
寺
家
を
相
続
し
た
が
、
幼
い
当
主
の

擁
立
は
順
調
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
ら
し
い
。

　

慶
長
十
二
年（
一
六
〇
七
）の
七
月
二
十
六
日
付
で
鍋
島
が
政
家
へ
出
し
た
書
状
の
写
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
一
、
政
（
龍
造
寺
）
家
様　

殿（豊
臣
秀
吉
）

下
御
奉
公
御
成
有
ま
し
き
由
被
仰
上
候
節
、
既
可
相
果
御
家
ニ
候
つ
れ
と
も
、
隆（　
景
小
早
川公　）え
罷
出
、
い
ろ
〳
〵
打
頼
申
、
御
詫
言

申
叶
、
ち
ふ
さ
を
く
ハ
へ
ら
れ
候
藤
（
龍
造
寺
高
房
）

八
郎
を
家
督
申
定
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る（
（3
（

。
す
な
わ
ち
政
家
が
秀
吉
へ
の
奉
公
が
で
き
な
い

と
、
豊
臣
政
権
へ
申
し
出
た
際
、
龍
造
寺
家
は
領
国
を
失
う
は
ず
だ
っ
た
が
、
鍋
島
が
隆
景
の
も
と
へ
赴
き
、
い
ろ
い
ろ
と
頼
み

込
ん
だ
結
果
、
鍋
島
の
頼
み
が
聞
き
入
れ
ら
れ
、
豊
臣
政
権
が
高
房
の
家
督
相
続
を
決
定
し
た
と
記
す
の
で
あ
る
。

　

留
意
す
べ
き
は
、
隆
景
が
こ
の
書
状
に
登
場
す
る
こ
と
で
あ
る
。
文
面
か
ら
は
、
鍋
島
と
豊
臣
政
権
と
の
間
を
隆
景
が
取
り
次

い
だ
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
ま
た
内
容
か
ら
見
て
、
こ
の
出
来
事
は
高
房
の
家
督
相
続
直
前
、
す
な
わ
ち
天
正
十
七
年
と
判
断
で

き
る
。
肥
後
・
肥
前
両
国
の
争
乱
が
終
息
し
た
後
も
、
隆
景
は
豊
臣
政
権
と
龍
造
寺
氏
と
を
取
り
次
ぐ
役
目
を
務
め
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

以
上
、
隆
景
と
肥
前
諸
領
主
と
の
か
か
わ
り
を
検
討
し
、（
1
）隆
景
は
秀
包
・
安
国
寺
両
名
を
指
揮
す
る
立
場
で
あ
り
、
間
接

的
な
形
で
は
あ
る
が
、
遅
く
と
も
天
正
十
六
年
の
夏
ま
で
鍋
島
ら
龍
造
寺
家
臣
団
を
配
下
と
し
て
い
た
。（
2
）龍
造
寺
氏
と
秀
吉
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と
の
間
を
取
り
次
ぐ
役
目
が
隆
景
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
と
指
摘
し
た
。

お
わ
り
に

　

ま
ず
は
、
本
稿
で
指
摘
し
た
点
を
要
約
し
よ
う
。（
1
）天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）九
月
、
肥
後
争
乱
の
勃
発
を
受
け
て
秀
吉
は
、

鍋
島
信
生
ら
龍
造
寺
氏
家
臣
団
の
ほ
か
、
西
肥
前
の
松
浦
氏
・
大
村
氏
・
波
多
氏
・
有
馬
氏
・
草
野
氏
・
宇
久（
五
嶋
）氏
を
、
秀

包
と
安
国
寺
恵
瓊
の
指
揮
下
に
置
く
と
決
め
た
。（
2
）肥
後
争
乱
の
鎮
圧
が
容
易
で
は
な
い
と
秀
吉
が
認
識
し
た
た
め
、
こ
う
し

た
措
置
が
と
ら
れ
た
。（
3
）有
馬
氏
の
軍
勢
が
秀
包
の
指
揮
下
に
入
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
天
正
十
五
年
冬
、
大
村
氏

・
波
多
氏
・
草
野
氏
の
軍
勢
が
秀
包
を
大
将
と
す
る
軍
団
に
編
成
さ
れ
た
可
能
性
は
低
い
の
で
は
な
い
か
。（
4
）隆
景
は
秀
包
・

安
国
寺
両
名
を
指
揮
す
る
立
場
で
あ
り
、
間
接
的
な
形
で
、
鍋
島
ら
龍
造
寺
家
臣
団
を
配
下
と
し
て
い
た
。（
5
）遅
く
と
も
天
正

十
六
年
夏
ま
で
に
、
秀
包
を
大
将
、
安
国
寺
を
副
将
格
と
す
る
軍
団
は
解
体
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
隆
景
と
鍋
島
ら
龍
造
寺
家

臣
団
と
の
軍
事
編
成
上
の
か
か
わ
り
が
、
天
正
十
六
年
夏
ま
で
に
断
ち
切
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。（
6
）龍
造
寺
氏
と
秀
吉
と

の
間
を
取
り
次
ぐ
役
目
が
隆
景
に
課
せ
ら
れ
た
。

　

稿
を
閉
じ
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
豊
臣
政
権
下
の
九
州
に
お
け
る
領
主
統
合
に
関
し
、
若
干
の

言
及
を
行
っ
て
お
き
た
い
。

　

豊
臣
政
権
下
の
九
州
の
軍
事
編
成
を
見
る
上
で
避
け
て
通
れ
な
い
の
が
、
同
政
権
に
よ
る
「
与
力
」・「
合
宿
」
編
成
で
あ
る
。

桑
田
和
明
の
研
究
に
よ
れ
ば
、「
与
力
」・「
合
宿
」
は
秀
吉
と
直
接
主
従
関
係
を
結
ん
だ
領
主
で
あ
る
が
、
秀
吉
か
ら
賦
課
さ
れ

た
軍
役
を
豊
臣
大
名
の
指
揮
下
で
遂
行
せ
ね
ば
な
ら
な
い
存
在
で
も
あ
り
、
彼
ら
の
知
行
地
は
指
揮
官
と
な
る
豊
臣
大
名
の
領
内

に
置
か
れ
て
い
た（
（3
（

。
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結
論
か
ら
言
え
ば
、
本
稿
で
論
じ
た
秀
包
と
肥
前
諸
領
主
と
の
関
係
は
、「
与
力
」・「
合
宿
」
編
成
に
は
該
当
し
な
い
。
何
故

な
ら
、
肥
前
諸
領
主
の
知
行
地
は
秀
包
の
領
内（
筑
後
の
御
井
・
御
原
・
山
本
三
郡
）に
は
置
か
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て

肥
後
の
争
乱
に
対
応
す
る
形
で
、
秀
包
を
大
将
と
す
る
軍
団
に
編
成
さ
れ
て
軍
役
を
は
た
し
、
争
乱
が
終
息
に
向
か
う
と
、
秀
包

の
指
揮
下
を
離
れ
た
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
肥
前
諸
領
主
は
秀
包
に
戦
時
限
定
で
附
け
ら
れ
た
与
力
と
規
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
小
早
川
氏
と
肥
前
諸
領
主
の
よ
う
な
関
係
、
す
な
わ
ち
「
与
力
」・「
合
宿
」
編
成
に
該
当
し
な
い
領
主
間
関
係
は
、
さ

ら
な
る
検
出
が
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。
以
下
、
そ
う
し
た
点
を
示
唆
す
る
事
例
を
掲
げ
よ
う
。

　

天
正
十
七
年
冬
、
肥
後
を
統
治
す
る
加
藤
清
正
と
小
西
行
長
が
、
同
国
天
草
諸
島
に
拠
る
志
岐
麟
泉（
鎮
経
）・
天
草
久
種
ら
を

攻
撃
し
、
志
岐
・
天
草
両
氏
を
降
伏
さ
せ
た（
（3
（

。
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
著
書
「
日
本
史
」
に
よ
れ
ば
、
天

草
攻
め
の
際
、
加
藤
・
小
西
の
両
名
は
有
馬
晴
信
や
大
村
喜
前
の
軍
勢
を
率
い
て
い
る（
（3
（

。
事
実
と
す
る
な
ら
、
こ
の
合
戦
の
際
、

加
藤
と
小
西
は
隣
国
肥
前
の
有
馬
氏
・
大
村
氏
を
与
力
と
し
て
い
た
可
能
性
が
浮
上
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　

天
正
二
〇
年
正
月
、
秀
吉
は
唐
入
り
、
す
な
わ
ち
大
陸
侵
攻
を
開
始
し
た
。
フ
ロ
イ
ス
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
大
陸
侵
攻
開
始
前

の
秀
吉
は
、
有
馬
・
大
村
や
松
浦
鎮
信
・
五
嶋
純
玄
、
そ
し
て
対
馬
の
宗
義
智
に
対
し
、
小
西
の
指
揮
に
従
う
よ
う
命
じ
て
い
る
。

ま
た
豊
前
の
黒
田
長
政
に
は
豊
後
の
大
友
吉
統（
初
め
義
統
）を
附
け
て
い
る（
（3
（

。
か
か
る
記
述
が
正
し
け
れ
ば
、
大
陸
侵
攻
時
、
西

肥
前
諸
領
主
と
宗
氏
が
小
西
氏
の
、
大
友
氏
が
黒
田
氏
の
与
力
で
あ
っ
た
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

右
に
挙
げ
た
領
主
た
ち
の
所
領
の
配
置
に
目
を
向
け
よ
う
。
有
馬
・
大
村
両
氏
の
所
領
が
加
藤
領
・
小
西
領
の
な
か
に
設
定
さ

れ
た
形
跡
は
見
出
せ
な
い
。
ま
た
松
浦
氏
・
宇
久
氏
・
宗
氏
の
所
領
が
小
西
領
の
な
か
に
、
大
友
氏
の
所
領
が
黒
田
領
の
な
か
に

設
定
さ
れ
た
形
跡
も
見
出
せ
な
い
。

　

フ
ロ
イ
ス
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
検
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
記
述
が
事
実
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
加
藤

・
小
西
と
有
馬
・
大
村
と
の
関
係
、
小
西
と
有
馬
・
大
村
・
松
浦
・
宇
久
・
宗
と
の
関
係
、
黒
田
と
大
友
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
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註（
1
）	

隆
景
・
秀
包
父
子
に
関
す
る
記
述
は
、
断
ら
な
い
限
り
、
渡
辺
世
祐
・
川
上
多
助
『
小
早
川
隆
景
』（
マ
ツ
ノ
書
店　

一
九
八
〇
年
、

初
出
一
九
三
九
年
）二
三
六
頁
、
河
合
正
治
「
小
早
川
隆
景
と
織
豊
時
代
」（『
三
原
市
史
』
第
1
巻　

三
原
市
役
所　

一
九
七
七
年
）五
一

七
頁
―
五
二
〇
頁
、
本
多
博
之
「
小
早
川
隆
景
と
三
原
」（『
芸
備
地
方
史
研
究
』
二
六
〇
・
二
六
一
合
併
号　

二
〇
〇
八
年
）一
五
頁
に
依

拠
し
て
い
る
。

（
2
）	

森
山
恒
雄
『
豊
臣
氏
九
州
蔵
入
地
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館　

一
九
八
三
年
）八
頁
―
一
四
頁
、
中
野
等
『
立
花
宗
茂
』（
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
一
年
）三
四
頁
―
三
六
頁
。

（
3
）	

桑
田
和
明
「
豊
臣
秀
吉
の
九
州
再
国
分
と
領
主
」（
桑
田
『
中
世
筑
前
国
宗
像
氏
と
宗
像
社
』
収
録　

岩
田
書
院
、
二
〇
〇
三
年
、
初

出
一
九
八
三
年
）三
九
〇
頁
。

（
4
）	

国
重
顕
子
「
秀
吉
の
国
内
統
一
過
程
に
お
け
る
小
西
行
長
」（
箭
内
健
次
編
『
鎖
国
日
本
と
国
際
交
流
』
上
巻　

吉
川
弘
文
館　

一
九

八
八
年
）一
六
九
頁
・
一
八
二
頁
、
山
本
博
文
「
豊
臣
政
権
の
『
取
次
』
の
特
質
」（
山
本
『
幕
藩
制
の
成
立
と
近
世
の
国
制
』
収
録　

校

倉
書
房　

一
九
九
〇
年
）五
六
頁
。
な
お
、
国
重
は
右
の
論
文
の
な
か
で
、
松
浦
氏
ら
六
氏
が
「
小
早
川
」
の
指
揮
下
に
置
か
れ
た
と
す

る
が
、「
小
早
川
」
が
隆
景
な
の
か
秀
包
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
は
述
べ
て
い
な
い
。

「
与
力
」・「
合
宿
」
編
成
に
該
当
し
な
い
領
主
間
関
係
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
仮
に
か
か
る
領
主
間
関
係
が
広

汎
に
存
在
し
た
と
す
る
な
ら
、「
与
力
」・「
合
宿
」
編
成
と
は
異
な
る
軍
事
編
成
は
、
特
殊
な
も
の
で
は
な
く
、
広
く
存
在
し
た

軍
事
編
成
と
判
断
で
き
る
。
か
か
る
編
成
が
未
だ
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
豊
臣
政
権
下
の
九
州
に
お
け
る
領
主
統
合
の

復
元
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
と
な
れ
ば
、
右
に
掲
げ
た
事
例
を
検
討
し
、
豊
臣
政
権
下
の
九
州
の
軍
事
編
成
に

関
す
る
考
察
を
進
め
る
こ
と
が
次
な
る
課
題
と
な
ろ
う
が
、
現
段
階
で
は
、
そ
の
こ
と
を
検
討
す
る
余
裕
は
な
く
、
今
後
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
し
て
残
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
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（
5
）	

渡
辺
世
祐
監
修
『
毛
利
輝
元
卿
伝
』（
マ
ツ
ノ
書
店　

一
九
八
二
年　

以
下
『
卿
伝
』
と
略
称
）三
七
一
頁
・
三
七
二
頁
。
な
お
、
渡

邊
大
門
『
戦
国
の
交
渉
人　

外
交
僧
・
安
国
寺
恵
瓊
の
知
ら
れ
ざ
る
生
涯
』（
洋
泉
社　

二
〇
一
一
年
）一
四
七
頁
に
も
、『
卿
伝
』
と
同

じ
指
摘
が
見
ら
れ
る
。

（
6
）	
木
村
忠
夫
「
小
早
川
隆
景
筑
前
入
部
」（『
西
南
地
域
史
研
究
』
一
一　

一
九
九
六
年
）九
頁
―
一
五
頁
。
な
お
、
木
村
は
、
西
肥
前
の

六
領
主
が
小
早
川
氏
の
指
揮
下
に
置
か
れ
た
時
期
に
つ
い
て
、
明
言
を
避
け
て
い
る
。

（
7
）	

『
小
早
川
』
文
書
番
号
三
三
四
。
な
お
、
同
書
は
、
秀
吉
文
書
の
年
代
推
定
の
根
拠
を
示
し
て
い
な
い
。

（
8
）	

史
料
1
～
史
料
5
に
登
場
す
る
「
小
早
川
」
が
誰
か
に
つ
い
て
は
第
二
章
で
述
べ
る
。

（
9
）	

註（
3
）桑
田
前
掲
論
文
三
九
〇
頁
、
三
鬼
清
一
郎
編
『
豊
臣
秀
吉
文
書
目
録
』（
名
古
屋
大
学
文
学
部　

一
九
八
九
年
）三
七
頁
。
な
お
、

桑
田
は
、『
小
早
川
』
の
年
代
推
定
を
踏
襲
し
て
い
る
。
三
鬼
の
編
著
は
、
秀
吉
無
年
号
文
書
の
年
代
推
定
の
根
拠
を
示
し
て
い
な
い
。

（
10
）	

河
合
正
治
『
安
国
寺
恵
瓊
』（
吉
川
弘
文
館　

一
九
五
九
年
）九
三
頁
・
九
四
頁
、
註（
4
）山
本
前
掲
論
文
五
六
頁
、
註（
4
）国
重
前

掲
論
文
一
六
九
頁
・
一
八
二
頁
。
な
お
、
河
合
・
山
本
は
、
史
料
1
の
年
代
推
定
の
根
拠
を
明
示
し
て
い
な
い
。

（
11
）	

桑
田
和
明
「
九
州
再
国
分
と
『
与
力
』『
合
宿
』
編
成
」（
註（
3
）桑
田
前
掲
著
書
収
録　

初
出
一
九
八
五
年
）四
〇
五
頁
・
四
〇
六
頁
。　

（
12
）	

「
旧
長
岡
藩
草
生
家
文
書
」
の
な
か
に
草
野
へ
出
さ
れ
た
天
正
十
六
年
八
月
十
二
日
付
の
秀
吉
朱
印
状
の
写
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
於

肥
後
国
為
替
地
参
千
石
事
宛
行
之
訖
」「
在
隈
本
令
合
宿
、
加
藤
主
計
頭
可
抽
忠
節
候
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る（
三
鬼
清
一
郎
編
『
豊
臣
秀

吉
文
書
目
録（
補
遺
1
）』（
名
古
屋
大
学
文
学
部　

一
九
九
六
年
）七
頁
収
録
）。　

（
13
）	

『
小
早
川
』
文
書
番
号
三
三
六
。

（
14
）	

『
小
早
川
』
文
書
番
号
三
三
七
。

（
15
）	

『
小
早
川
』
文
書
番
号
三
三
九
。

（
16
）	

『
小
早
川
』
文
書
番
号
三
四
〇
。

（
17
）	

註（
4
）国
重
前
掲
論
文
一
六
九
頁
・
一
八
二
頁
。

（
18
）	

註（
3
）桑
田
前
掲
論
文
三
九
〇
頁
、
註（
9
）三
鬼
前
掲
編
著
三
七
頁
。
な
お
、
桑
田
は
、『
小
早
川
』
の
年
代
推
定
を
踏
襲
し
て
い
る
。
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（
19
）	

註（
4
）国
重
前
掲
論
文
一
六
二
頁
―
一
六
九
頁
。

（
20
）	

肥
後
・
肥
前
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
拙
稿
「
豊
臣
政
権
の
九
州
平
定
策
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
史
研
究
』
五

八
五　

二
〇
一
一
年
）の
叙
述
に
依
拠
し
て
い
る
。

（
21
）	
註（
2
）中
野
前
掲
著
書
五
三
頁
。

（
22
）	
「
龍
造
寺
家
文
書
」（『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
第
三
巻
、
一
三
八
頁　

以
下
「
龍
造
寺
家
文
書
」
は
「
龍
造
寺
」、『
佐
賀
県
史
料
集
成
』

は
『
佐
賀
』
と
略
称
）。

（
23
）	

十
一
月
頃
の
情
勢
を
受
け
て
発
給
さ
れ
た
十
二
月
十
日
付
の
龍
造
寺
宛
て
秀
吉
朱
印
直
書
に
は
「
次
其
方
所
労
得
験
気
候
由
被
聞
召
候
、

尚
以
無
由
断
養
生
肝
要
候
也
」
と
あ
る（「
龍
造
寺
」（『
佐
賀
』
第
三
巻
、
一
三
九
頁
・
一
四
〇
頁
）。
十
一
月
頃
、
政
家
の
病
は
癒
え
つ

つ
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。　

（
24
）	

「
家
晴
公
御
代
」（『
長
崎
県
史
史
料
編
』
第
二
巻
、
七
三
三
頁　

以
下
「
家
晴
公
御
代
」
は
「
家
晴
公
」、『
長
崎
県
史
史
料
編
』
は

『
長
崎
』
と
略
称
）。

（
25
）	

『
小
早
川
』
文
書
番
号
四
九
四
。

（
26
）	

秀
吉
は
安
国
寺
へ
、
同
日
付
の
朱
印
直
書
で
ほ
ぼ
同
じ
指
示
を
出
し
て
い
る（『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
三
二
〈
口
羽
衛
士
〉
―
二
七
）。

（
27
）	

「
天
正
記
」
天
正
十
六
年
七
月
十
四
日
条
・
同
月
廿
二
日
条
・
同
月
廿
四
日
条
等（『
福
原
家
文
書
』
上
巻
収
録
）。

（
28
）	

『
小
早
川
』
文
書
番
号
四
九
〇
。

（
29
）	

註（
6
）木
村
前
掲
論
文
一
二
頁
。 

（
30
）	

「
家
晴
公
」（『
長
崎
』
第
二
、
七
三
七
頁
・
七
三
八
頁
）。

（
31
）	

「
多
久
家
文
書
」（『
佐
賀
』
第
十
巻
、
三
七
〇
頁
―
三
七
四
頁
）。
な
お
、『
佐
賀
』
は
こ
の
文
書
の
年
代
を
未
詳
と
す
る
が
、
高
野
信

治
「『
御
家
』
観
念
の
成
立
」（
高
野
『
近
世
大
名
家
臣
団
と
領
主
制
』
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
七
年
、
初
出
一
九
九
八
年
）四
五
頁
・
六

〇
頁
は
、
年
代
を
慶
長
十
二
年
と
見
る
。
本
稿
で
は
、
高
野
の
年
代
比
定
に
従
っ
て
い
る
。

（
32
）	

註（
11
）桑
田
前
掲
論
文
四
二
六
頁
・
四
二
七
頁
。 
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（
33
）	

鳥
津
亮
二
『
小
西
行
長
』（
八
木
書
店　

二
〇
一
〇
年
）一
〇
二
頁
―
一
〇
四
頁
。

（
34
）	

松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
『
完
訳
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
』
12
、
二
二
頁
・
二
三
頁
。

（
35
）	

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
執
筆
一
五
九
一
、
九
二
年
度
日
本
年
報（『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
第
Ⅰ
期
第
1
巻
、
二
七
四

頁
・
二
七
五
頁
収
録　

有
水
博
訳
）。


